












































































































後の推進方策について（答申）』（平成 27 年 12 月
21 日、以下平成 27 年答申②）、『チームとしての
学校の在り方と今後の改善方策について（答申）』
（平成 27 年 12 月 21 日、以下）について取り上げる。




























県および政令市に行った調査では、2017 年 2 月時
点で 36％の 24 県市で協議会が設置されており、
うち 79％にあたる 19 県市では大学が協議会の構
成員となっている（独立行政法人教職員支援機構、 
2017）。大学の協議会への参加状況について、全
































































































































































てきた。平成 28 年度の取組 1 年目は、上田市教
育委員会の取組に対して個別的に教員が助言等を
行うという形式で実施した。日本授業UD学会等










































































































































度はA小学校では国語が 4 回、算数が 2 回、学級
活動（運動会の振返り）が 1 回の計 7 回であった。
B小学校は国語が 3 回、算数が 2 回、社会が 1 回、








未定が 2 学級の計 10 回となる予定である。
　公開授業のすぐ後に実施される検討会では、主






















































































































































































































































































































































































































常学級のユニバーサルデザインプラン Zero 2 授
業編－気になる子が多いクラスを変える 5 つのテ
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桂聖「授業のユニバーサルデザインとは何か」. 桂聖・
廣瀬由美子編著『授業のユニバーサルデザイン 
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窪島務「特別ニーズ教育の今日的課題と「インクルー
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Ostrom、 V. and Bish、 F. B.（1 9 7 7）”Comparing 
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特別支援教育の在り方に関する特別委員会『共生社会
の形成に向けたインクルーシブ教育システム構
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